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                 内  容 

１．日本のロータリー運動と米山奨 

     学事業 

２．奨学生とロータリアンの一年 

３．奨学生はどのように選考されて 

    いるか 



            内  容（つづき） 

４．ご寄付額と地区への奨学生配 
    置数 
 
５．寄付金  ー使われ方、前年度、  
    今年度、税制上の優遇措置ー 
 
６．母国で、そして日本で活躍する  
    元奨学生（米山学友）たち 
 
７．おわりに 



 

１．日本のロータリー運動と米山奨 
    学事業 
 



我々ロータリアンが目指すひとつの活動方向 
 

   平和と国際理解の推進 

平和を希求する日本を世界に理解させるためには、
多くのアジア留学生に平和日本を肌で感じさせる。 
  
これこそ、日本ロータリーに最適の国際奉仕事業! 



1953 「米山基金」募金開始 

1954 留学生第１号のソムチャート 

         さんがタイから来日 

1957 「ロータリー米山奨学委員会」 

1960 「ロータリー米山記念奨学会」 

  このクラブ単独事業は、わずか５年で 

日本の全ＲＣの共同事業に！   

米山梅吉翁 

2007 日本全地区の「多地区合同奉仕活動」 
     （手続き完了：ＲＩによる承認） 豆辞典 P.3 



類似例：ロータリー青少年交換 
 日本人初の学友がオーストラリ     

アへ。これを実現させた 

のは、日本軍との戦いで 

両目を失ったオーストラリ 

アのロータリアンだった。  



〇世話クラブ制度 
〇カウンセラー制度 

〇ロータリアンと活発交流可 

複数カウンセラーの
設定を勧めます！ 

豆辞典 p.6 



●会員における理解の深まり  

  米山奨学制度、奨学生の研究内容 
  奨学生の母国の文化・考え方 

●奨学生との意思の疎通達成の確信 
  （以心伝心も可能に） 

●奨学生からみた日本評価の認識 
  （良い面も悪い面も） 

現実は？：RID2660各ＲＣへのアンケート結果より 

奨学生を受け入れて良かった点-1 



●マスコミ等で話題になっている反日的 
 な感情は感じとれず、日本との架け橋 
 になってくれると信じることができた。 

●心の通ったサポートこそ奨学生受け入 

 れの原点である事を実感。 

●『３分間スピーチ』等を通じて奨学生 

 の生活を聞くことができ、奨学生支援 
 を通じてのロータリークラブの貢献に 
 ついて会員が実感することができた。 



政治的課題を越えて! 

「ロータリー精神」とは国
境、政治問題、歴史問題
を越えて、将来必ず宗教
と紛争問題をも越えられ
る、人類が共有すべき基
本的な価値観を追求する
精神です」 
北京米山学友会長 姫軍さん 



日本で最も多くの留学生を支援 
     している民間団体 
 累計 123国地域 18,104人 
                （２０１４．３．２７現在） 

                   出身国・ 
                           地域分布 

豆辞典 ｐ.６,15 



日本に学ぶ留学生を物心両面に 
わたり支援しつつ,共に学ぶ事業 

日本とロータリー運動を深く
理解した「国際人材」の育成、 
ロータリアンの国際化に寄与 

平和と国際理解の推進を目指す
日本ロータリーに最適な事業 
     米山奨学事業 

豆辞典 p.5 



 ２．奨学生とロータリアンの一年 
 



２．奨学生とロータリアンの１年 

世話クラブ・カウンセラーとの協働 

1.例会への出席（毎月１回以上） 
   会員との懇談の機会 
2.卓話の提供（他のクラブでも） 
3.クラブ行事への積極参加 
4.会員・カウンセラー/家族との交流 
5.奨学金の授受 
6.定期レポートの作成・提出 等 

先ず、第一に 



そして 地区行事への参加・協力 

 ☆奨学生オリエンテーション   2014.4.8 
  ・ 次年度の為の地区協議会 2014.4.19 
  ・ 米山奨学セミナー            2014.9.6 
 ☆米山レクリエーション         2014.10.12 
 ☆ふれあいスピーチコンテスト 2014.11.8     
 ☆地区大会                      2014.12.6  
 ☆終了式・歓送会               2015.2.28 
              （☆印：参加必須） 
   上記行事への出席は「確約書」で相互確認 



３．奨学生はどのように選考されて 
    いるか 



豆辞典 p.24 





４．ご寄付額と地区への奨学生配 

    置数  

 RID2660のロータリアンから
のご厚志はどのように配置数

に反映するか？ 



豆辞典 p.24 



◎平均個人寄付の増額(2年後に反映） 

◎寄付金総額の増加(2年後に反映） 

◎全国寄付総額の増加(次年度に反映） 

◎地区留学生数の増加(次年度に反映） 

豆辞典 p.24 



〇米山奨学生をリソースとして、ロータリアン自 

  身が多様な文化・考え方を学び、国際化・異 

   文化理解できる環境作り 

〇各ＲＣからの多様な要望に対応できる体制作り 

〇奨学生同士が将来にわたり、より国際的環境の 

   中で相互に支援できる基盤環境作り。 

 

 

豆辞典 p.27 

ところで 最近の奨学生選考方針 
    (RID2660含む) 



普通寄付：全ロータリアンからの 
      定額寄付(年５千円推奨) 

特別寄付：個人,法人,クラブから 
         の普通寄付金以外の任  
      意寄付,表彰の対象 
      (１年中,受付） 

豆辞典 p.9,24 



☆今年採用の奨学生の出身国分布 

                全国７２４人 

                   56ヶ国と地域 

                                 （2014.3.27現在）         
              



 しかし、RID2660：採用留学生に多様性を！ 

(中国+韓国)の採用留学生数の割合（最近の変化）  

  2010    2011    2012    2013    2014  

  71.4%     73.3%     75.9%    57.1%    40.0% 

 

 

 

RID2660では多様な
受入を実現 



 今年度のRID2660 

韓国, 8% 台湾, 20%

中国, 32%

 
 
モンゴル，マレーシア 
マダガスカル，ベトナム 
パレスチナ，タイ，スペイン 
シリア，インドネシア， 
アメリカ合衆国 
（各１人） 

４０％ 



５．寄付金   
  ー使われ方、前年度、 今年度、 
    税制上の優遇措置ー   



 （管理費は利子収入でまかなう方向） 

当期正味財産増加額7.6％（108） 
2013-14年度決算(カッコの中は金額 単位：百万円) 

収 

入 

支 

出 

普通寄付金 
29.0％（411） 

特別寄付金 
65.2％（926） 

奨学金 73.8％（1,047） 
補助費ほか 

13.8％ 
（196） 

利子収入5.8％（82） 寄付金合計 94.2％(1,337) 

奨学金・補助費87.6％（1,243） 

豆辞典 p,7 



前年度方針 

ＲＩＤ２６６０で米山奨学生の配置 

を希望する４５クラブの 

全てに奨学生を！ 





特に寄付増進に貢献下さったクラブ  

個人平均寄付額が 
30,000円以上のクラブ数 →   １８ 

会員の全員が特別 
寄付いただいたクラブ数  →  １６ 

(上記２冠を同時に獲得されたクラブ数 →８） 



 RID2660への   ２０１４   ２０１５   ２０１６ 
配置留学生数(人) ３５*   ３４(-１)  ３９(+5)                   

    前年度にRID2660の     
皆様からの寄付が増えた結果と 
しての増加です！(総数720人と 
仮定)４５人割当は標的内に 
   入ってきています！ 

お陰様で 



② さらに、寄付総額、特別寄付者割合 

のアップを共に目指しましょう。 

① 30,000 円 

特別寄付をされていない１１００人余りの会
員にも新たに寄付をお願いし、奨学生配置
を希望する全てのクラブに嬉しい流れを！ 



 

 

奨学生とともに卓話に伺うなどの 

積極的活動を通じて、頑張ります！ 

① より多くのロータリアンからより多額の 

  特別寄付をいただけるよう 

② 平均特別寄付額の少ないクラブから 

  の寄付金を増額していただけるよう  

    



  

当地区への奨学生採用枠が拡大 
 

 当地区の配置希望クラブにより 
   多くの奨学生の配置を実現 
            ☆日本ファン 
           ☆大阪ファン 
           ☆米山ファン 
           ☆ロータリーファン 
                   激増(期待) 

皆さんからの寄付が集まると、 

個人(10万円毎),

法人(50万円毎), 
クラブ(100万円毎)

対象の表彰制
度も活用 

豆辞典 P.10 



所得税（個人）、法人税 
（法人）の税制優遇 

普通寄付金にも適用可 
※ただしクラブからデータ提供が必要 

税額控除による所得税優遇の例 

  課税所得額750万円の方が10万円寄付をすると、 

  39,200円 所得税が軽減されます 

  年間
2,000円 
を超す寄付  
   から！ 
  

 課税所得額７５０万円の方が３万円寄付をすると、 

  11,200円 所得税が軽減されます 
豆辞典 P.11 



税制優遇の例  （米山だけに寄付の場合） 

(個人の所得税 → 以下のどちらかを選べる）  
 〇 税額控除の場合 
         2000円を超える寄付額Ｘの４０%の所得税 
     が軽減（一律） 

 〇 所得控除の場合 
          課税される所得金額により、寄付について 
          の所得税の軽減割合が異なる 
                 1800万円以上    Ｘ の ４０ % 
             900～1800万円未満    ３３ % 
             690超～900万円未満   ２３ % 
                    690万円以下        ２０ % 



  
 課税される              所得税の軽減額 
            寄付金額 
所得金額の例            所得控除   税額控除 
     
  1810万円(寄付無しの場合の所得税額：4,444,000円） 
            10万円    39,200円   39,200円 
             3万円    11,200       11,200 
 1710万円(4,107,000円) 
            10万円    32,340      39,200 
             3万円         9,240       11,200 
  890万円(1,407,000円) 
            10万円       22,540      39,200 
             3万円         6,440       11,200 
  690万円(  952,000円) 
            10万円       19,600      39,200 
             3万円         5,600       11,200 



  

特別寄付は１年中受付 

特別寄付の集め方の工夫:こつこつと 

特別寄付袋を例会 
受付に常備（ニコニコ 

醵金袋に加えて） 

大阪東RC,箕
面RC,千里ﾒｲ
ﾌﾟﾙRC 等々 



クラブ米山委員長と協働 
いただき、今年度もより多くの寄付が
集まりますように、ご高配下さるよう

にお願い申し上げます。 

各クラブの 

会長・会長エレクト・幹事
の皆様へのお願い 

で、次のようにお考え下さるのは如何でしょうか。 



           米山奨学事業をクラブの事業計
画に組み込み、有効でロータリーらしい「国際人材
育成」事業として、クラブリーダーを先頭に実践して
行こうとのスタンスで本事業に取り組んでいただく。 

そこで、ご提案 

会長・会長エレクト・幹事の皆様へのお願い 

通常の寄付：寄付受理者がもっぱら事業を実施 

しかし、米山奨学事業は(寄付金で運営され

ていますが)、寄付を管理する米山本部と
地区とクラブの３者がともに事業の主体者 

奨学生１人の配置を受けると１７２万円はクラブに到来。
一方,例えば会員５０人が３万円ずつ寄付で１５０万円！ 



 
６．母国で、そして日本で活躍 
 
 する 元奨学生（米山学友）たち  



 モ ン ゴ ル 初 の 3 年 制 高 校 を 設 立 

ジャンチブ・ガルバドラッハさん 

山形県の高校をモデルとした
モンゴル初の３年制高校、「新
モンゴル高校」を設立。現在
は小中学校を併設し、世界各
国へ留学生を送り出す屈指の
進学校に。 
第3450地区フレーＲＣ会員。 



  村 の 助 産 士 と し て 



 

タイ・バン・ナムさん（ＲＩＤ２６６０採用） 

 2012年３月に博士号を取得して帰国 

 今や ホーチミン市立工業大学 

     環境・生物工学部副学部長 

 千里ＲＣとともに教育環境改善を推進 

グリーンサマープロジェクトの推進者として 
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米山学友会（関西） 
現在、関西に住まいしている元奨学生と
現奨学生がまとまりよく、我々RID2660
のロータリー活動に積極協力 （他ＲＣで
の卓話、奨学生選考補助、スピーチコ
ンテスト・地区協議会・地区大会への協
力、等）    この状況：当地区の利点 
また３月には「感謝祭」も主催 

 

 

ところで,米山奨学生OBOGの会＝米山学友会 

豆辞典 P.20,21 



タイ学友会の設立に尽力下さ 
ったビチャイ・ラタクル元ＲＩ会長 

       手に手、つないで～！ 
第１号奨学生故ソムチャートさん
んのご子息がスペシャルゲスト 

タイ学友会の設立総会に参加の
西谷雅之RID2660米山奨学委員
会前委員長(中央)と何玉翠現米
山学友会（関西）会長(右) 



我々の夢を受け継ぐ米山学友達 

ロータリアンになった学友 ：１７８人 
学友中心で発足のＲＣ 
 台湾:２クラブ,東京:２クラブ,埼玉:1クラブ 

学友・学友会からの寄付金(累計)                   
                    21,137,959円 

(把握分) 

台湾米山学友会 
   台湾の大学院に学ぶ日本人留学生(2人) 
   支援プログラム（２００８年創始） 
    毎月25,000台湾ドル １年間  

豆辞典 p.15,16 



RID3490    2005-06  
最初の米山学友出身のガバナー：許國文 さん 

台湾では2人目の米山学友出身のガバナー
が誕生します。（今年度はガバナーエレクト） 
  2015-16年度、RID3520 

   林華明さん 

（1984-86／東京世田谷ＲＣ） 

活躍する米山学友達 



先輩ロータリアンが支援してきた世界
の優秀な元米山奨学生達は、このよ
うに、歳月を経て、徐々に、世界各地
で花開いて活躍し、ロータリアンとして
の奉仕の精神を受け継いで、日本ファ
ンを、ロータリーファンを増やし続けて
います。（協力しての継続こそ） 



 
      ７．おわりに 
 



外国人留学生を支援して60年 

 全国からの 

   声にこたえて… 

１ 地区奨励奨学金 

２ 海外応募者対象奨学金 

    日本留学希望者が 
    海外から直接応募 
 

もっと色々
な国の学

生を 

大学生じゃ 
なくても優秀な
留学生を支援

したい！ 



推薦依頼機関との協働 

奨学生の母国を偏らせない 

  ロータリアンも多様な 

   文化に接し,学ぶ機会 

全国に先がけて海外からの 
  直接応募者の選考体制整備 

色々な国 
の学生を 
    受入れ 



RID2660ロータリアンから 
米山学友のみなさんへ 

基本的想い： お互いに感謝し期待し末永く !! 

そして、もし,「恩」を感じて返そうと思って

くれるなら、「直接に私達へ」ではなく、多

くの具体例のように将来あなたの周りの

世界の若者達に、私達ロータリアンの心

と方法で返して下さい。  

ガバナー・地区米山奨学委員の切なる想い 



日本のロータリアンが受け継いでき
た、世界に誇る国際貢献事業 

教育への投資＝国際親善や友好な
ど、計り知れない長期的波及効果 

奨学生との交流を通じて、平和へ
の願いを世界に広め、ロータ 
リアンとしての国際性を高揚 



 
● 我が国のロータリーが世界に 
     誇る「米山奨学事業」は、 
    一方でロータリ ンと奨学生が 
    共に学び合うプログラム 
      として極めて有用 
 
●一丸となって継続・活性化させる  
 ため、ともども力を合わせましょう。 

 どうかよろしくお願い致します。   



我々ロータリアンの夢を若くて 
優秀な米山学友にも託さん！ 
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